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パンデミック対策の国際比較と過去の
事例研究を通じたELSIアーカイブ化



• 京大文学部出身、専門は倫理学 

• 2003年～2012年 東大医学部保健学科 (のちに公衆衛生大学院)
医療倫理学教室の教員 

• 2012年以降 現職 (京大文学部 倫理学専修 准教授) 

• 研究テーマ：終末期医療、安楽死・尊厳死、健康格差、医療資源
の配分、進化論と倫理、予防行動(防災や防犯)の倫理 など
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• 感染症パンデミック対策として何を行うべきか、そのとり得る選
択肢の意思決定・判断のためには、平常時から、倫理的・法的・
社会的課題（ELSI）の議論をして備えておくことが重要。 

• 社会的議論は、メディアを介して形づくられる。 
科学技術コミュニケーションのあり方も問われている。 
冷静かつ建設的で批判的な視点が重要。 

• 議論していないことを「耕す」ために、研究者の立場で発信し、 
メディア／ジャーナリストと協力して活動していきたい。

〈ELSI研究に取り組む思い〉

議論していないことを「耕す」こと、 
社会として議論すること。



COVID19パンデミックとELSI

COVID-19 
パンデミック

パンデミックと 
保健・医療、科学・技術、
法律・政策による対応 

↓ 
さまざまなELSI問題(トリ
アージ、差別・偏見など)を

生み出す可能性 
↓ 

パンデミック対応の 
ELSI研究が不可欠 

↓ 
歴史・国際比較を通じた
ELSI問題のアーカイブ化

科学・技術 法律・政策保健・医療

トリアージ 同調圧力 公平な補償差別・偏見
ELSI研究



• 感染症のパンデミックも地震や台風と同様の「災害」 

• 「災害大国日本」：地震や台風について、過去の教訓から学ぶた
めの「アーカイブ」(過去の資料)が比較的充実している 

• だが、感染症の脅威は忘れられていた (風化の問題)

「パンデミック対策の国際比較と過去の事例研究を通じたELSIアーカイブ化」
なぜアーカイブか



主要な疾病の変遷 (1) 感染症から慢性疾患へ (60年代)

感染症に関する本は閉じると
きが来た。(…)これからは 
がんや心疾患のような慢性疾
患に国費を用いるべきだ。 

1967年米国公衆衛生局長官 
ウィリアム・スチュワート

William H. Stuart 
(1921-2008)



• 再興・新興感染症の脅威
• 再興感染症：マラリア、結核、狂犬病など

• 新興感染症：HIV/AIDS、BSE、SARS、
エボラ、新型インフル、MERS、COVID-19など

• 移動の自由規制、強制入院・隔離、接触者追跡調査、
トリアージなど

• ⇒公衆衛生のために、個人の自由の制限が必要

感染症への関心の復活
主要な疾病の変遷 (2) みんなで備えて、

 みんなで防ぐ

トランスサイエンス問題としてのパンデミック

東京都福祉保健局
https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/
iryo/kansen/shingatainflu/keihatsu.html



トランスサイエンス問題としてのパンデミック

COVID-19 
パンデミック

パンデミックの収束に役
立つ科学技術にどういう
倫理的問題があるか 

 
パンデミック対策の法律
や政策にはどのようなも
のがありうるか、どうい
う倫理的問題があるか 

 
歴史・国際比較を通じた
ELSI問題のアーカイブ化 

 
論点を整理してメディア・
社会に適時フィードバック
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パンデミック対策の国際比較と過去の事例研究を通じたELSIアーカイブ化
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• 地方自治体による「コロナ条例」のアーカイブ 
• 韓国、台湾の感染症関連法の翻訳 
• 人権の制約に関する国際基準のシラクサ宣言の翻訳 
• 米国科学アカデミーの報告書の概要紹介 
• など

ELSI研究のインフラ、コモンズの構築











考察については⇒井上悠輔・大隈楽(2021)「感染症流行時の市民の「責務」や
差別の問題を「コロナ条例」から考える」『公衆衛生』85(5) (来月掲載予定)

地域住民の責務の規定がなされる一方で、感染者の情報公開のような 
自治体の施策が倫理問題を孕むという自覚が弱い



台湾や韓国の感染症関連法の翻訳



米国科学アカデミーの報告書の概要紹介



ゲノムウイルスを解析するゲノム疫学技術の発展
「コロナ変異株」とゲノム疫学

https://www.niid.go.jp/niid/ja/basic-science/467-genome/9586-genome-2020-1.html



米国科学アカデミー 
新型コロナウイルス(SARS-CoV-2)
におけるゲノム疫学データインフラ
の抱える課題： 
パンデミックへの対応戦略の刷新 
(2020/7)



第一章：序論 

第二章：COVID-19以前の感染症集団発
生におけるゲノム疫学の適用例 

第三章：SARS-CoV-2に関連した現在
のゲノム疫学的取り組み 

第四章：ウイルスゲノムの追跡と臨床
データ、疫学的データとの組み合わせの
ための枠組み 

第五章：ガバナンスと規制に関する考察



•ウイルス（や細菌）のゲノム解析は疫学研究の重要な一部に。 
•だが、ウイルスゲノムを共有する仕組みや、患者の臨床データや 
疫学データと統合して分析するための仕組みは、米国でも国際的 
にも発展途上。 
•医療や公衆衛生目的で採取したウイルスゲノムの解析に同意が必要なの
か、臨床データや疫学データと統合する際にどのような倫理的・法的問題
が発生しうるか、などの検討が必要。

〈報告書からの示唆〉

ゲノム情報によって感染ルートが解明できるようになるなど、科学技
術が進展することによって新しく立ち起こる倫理的課題もある。 

「ウイルスのゲノム情報は、間違って使われると感染者への差別を助
長しかねない。どんな利点や課題があるのか、幅広く議論して社会に
伝えていくべき。まずは研究者間で「個人の責任を追及するような手
段としては利用しない」という原則を打ち立てるべきではないか。」 
朝日新聞 2020/11/26（朝刊・13版・20面）「ゲノム情報 感染ルート解明に一役」へのコメント



まとめ：パンデミックとELSI研究

COVID-19 
パンデミック

「災害」としての感染症の 
パンデミックとその対応 

歴史・国際比較を通じた
ELSI問題のアーカイブ化 

⇒今後の研究用インフラ構築 

⇒論点を整理してメディア・
社会に適時フィードバック 

⇒将来のパンデミックへの 
備え・教訓
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